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「豚農場管理認定獣医師 高度専門的・実践的研修会」の開催について 

 

平素から本会事業へのご理解とご協力をいただきまして厚く御礼を申し上げ

ます。 

さてこのたび岩手大学のご協力をいただき、令和７年３月 17日（月）～19日

（水）の３日間、豚の「農場管理認定獣医師 高度専門的・実践的研修会」を     

岩手大学において開催することといたしました。 

本研修会につきましても、講義・実習等を対面形式で行うために参加人数に限

りがございますが、日本中央競馬会の助成により受講料は「無料」でご参加いた

だくことができますので、関係会員獣医師への周知をお願いいたしますととも

に、参加を希望される場合には令和７年３月７日（金）までにメールにてお申込

みいただくよう併せてご案内いただきたく、ご協力の程、よろしくお願いいたし

ます。 

 

※ 研修の内容や申込方法等は別添のとおりです。 

※ 旅費交通費・宿泊費の支給はありません。 

 

本件に関する問合せ 

日本獣医師会事務局（担当：守尾） 

E-mail. fmv@j-vet.jp 

Tel. 03-3475-1601 

 



農場管理認定・専門獣医師等認定・活動支援事業

 

【開催日時】 令和７年３月 17日（月）13：00 ～ 19日（水）12：30（３日間） 
 
【開催場所】 岩手大学農学部 附属動物病院（岩手県盛岡市上田３－１８－８） 
 
【参 加 費】 無 料（交通費・宿泊費の支給はありません。） 
 
【開催内容】 

〔第１日目 ３月 17日（月）13：00～16：30〕 

＜講 義＞ 

「家畜衛生」 村上 賢二（岩手大学） 

「衛生管理・ワクチネーションプログラム」 宮下 マリ（エクシュタイン・スワイン・サービス） 
 

〔第２日目 ３月 18日（火）09：00～17：20〕 

＜講 義＞ 

「飼養・栄養管理」 金田 正彦（合同会社ＫＰＳＣ） 

＜実 習＞ 

「飼養・栄養管理（繁殖豚・哺育豚）」 金田 正彦（合同会社ＫＰＳＣ） 

 平谷 寛樹（株式会社のだファーム） 

「飼養・栄養管理（育成豚・肥育豚）」 金田 正彦（合同会社ＫＰＳＣ） 

 平谷 寛樹（株式会社のだファーム） 

＜講 義＞ 

「農場マネージメント」 渡部 佑悟（ＦＡＩＴＥＳ） 

「バイオセキュリティ」 渡部 佑悟（ＦＡＩＴＥＳ） 
 

〔第３日目 ３月 19日（水）09：00～12：30〕 

＜講 義＞ 

「食品安全のための農場 HACCPの考え方と事例」 一條 俊浩（岩手大学） 

「抗菌剤の適正使用」 伊藤  貢（あかばね動物クリニック） 

 
・参加ご希望の方は以下の「日本獣医師会事務局」まで、メールにてお申込みください（申込期限：3月7日（金））。なお、

お申込みの際は「氏名」「所属」「獣医師免許番号」「連絡先（メール、電話）」をお知らせください。 

・利用施設の都合上、受講者数に上限を設けておりますので、予めご了承ください。 

・集合時間は、各日、開始5分前となります。また、集合・解散場所は全日とも岩手大学農学部 附属動物病院です。 

・タイベックス及び長靴は主催者側で準備します。 

・必ずしも全ての内容を受講する必要はありませんが、その際は受講可能な内容をメールにてお知らせください。 

・その他、岩手大学農学部 附属動物病院への来場に係る注意事項については、後日お知らせいたします。 
 

＊「豚農場管理認定獣医師」とは… 
日本産業動物獣医学会（公益社団法人日本獣医師会）が認定する資格で、認定されるためには、①日本獣医師会構成獣医

師（地方獣医師会会員）であること、②５年間以上の農場管理認獣医師に係る業務経験を有すること、③受講を要する「農
場管理認定獣医師研修プログラム（基本プログラム、認定プログラム）」を全て受講して認定試験に合格すること、をクリ
アする必要があります。 
③に記載の「農場管理認定獣医師研修プログラム」のうち、「認定プログラム」を全て受講するためには、講義と実習、

バーンミーティング形式の実践的実習を含めて計４～５日間程度の内容を受講する必要がありますが、受講猶予期間があり
ます。 
 

＜ 日本獣医師会事務局（担当：守尾） E-mail. fmv@j-vet.jp ＞ 


